
子どもの豊かな感性・協調性を育む 

自然とのふれあいを大切にするドイツの園づくりツアー2015 

視察の取材記事のご紹介 

自然とのふれあいを大切にするドイツ園づくりツアー2015 では、視察先 3 か所で地元紙などの取材を受けました。 

そのひとつ、ヴァーレンドルフ協会森の幼稚園での取材に関する記事（8 月 27 日掲載）がドイツより送られてきましたので、

日本語の概要を添えてご紹介します。 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

金曜、ヴァーレンドルフ協会森の幼稚園に、日本から約 25 名のグループが視察に訪れた。この視察ツアーは、日本

の自然や環境を保護する団体、日本生態系協会が企画したもの。協会ヨーロッパ事務所長のトイフル茉莉氏は、「訪問の

依頼をしたところ、即座に歓迎しますというお返事をいただき､とてもありがたかった。こうしたオープンで寛容な幼稚

園に通う子どもたちは、思いやりのある心の広い人間に育つこと間違いなしと感じた」と述べた。また、「ヨーロッパの

自然を多くとりいれた保育所・幼稚園を実際に見てもらうことで、日本でもそうした取り組みがさらに進むことを望ん

でいる」と話した。 

国際部の井上あや氏は、「ツアーの参加者は、訪れたそれぞれの保育所・幼稚園の工夫を凝らした取り組みや歓迎に感

銘を受けている。ノルトライン・ヴェストファーレン州の保育所や幼稚園を１週間かけて視察し、情報を集めているが、

この情報を日本に持ち帰り、活かしたい』と語った。 

朝の集まりでは、日本に半年ほど滞在した経験があり、この森の幼稚園に通う子どもの保護者の一人であるケラー氏

が、歓迎挨拶を兼ねて、森での遊びが子どもたちに与える効果などを日本語で披露。これに対して、日本のグループか

らはダンスのお礼などがあり、子どもたちを喜ばせた。 


